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Finance & Revenue）」傘下「ミャンマー中央銀行（Central 
Bank of Myanmar）」から、「財政歳入省」の文字を手作業で
外している。ミャンマー中央銀行本店（ネピドー）の理事会


























































































開設されたが、外貨の売買はほとんどない。これは市中銀行が互いの財務状況に疑念を持っており、決済リスクをともなう取引を躊躇していることも一因だ。こうした状況では銀行間で資金を融通しあうマーケットも成り立たたず、急に資金が必要にな 場合に備えて各銀行が余剰資金を抱えざる 得ないというの 実情であ 。　
債権者保護の仕組み作りやイン
フォーマルな経済活動のフォーマル化が進むにつれて、市中銀行の貸出が伸び、市中銀行が互いにあるいは中央銀行から資金を融通するようになって、はじめて機動的な金融政策が可能になる。債権者保
護
の
仕
組
み
作
り
や
経
済
活
動
の
フォーマル化は、為替制度改革や中央銀行の独立性の強化といった派手で目立つ改革と比べて地道な改革の積み重ねを要する。金融取引のニーズにあった規制を作り、それを的確に運用していくには、政府当局と民間 双方に人的資本の蓄積が必要であり、そうし 人的資本はミャンマーでもっとも不足している。金融部門の改革は、
人材育成も含め長い道のりの端緒に着いたばかりだ。（く
ぼ
　
こ
う
じ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
　
ジェトロ・バンコク事務所）《注》⑴
 通貨供給量とは、狭義には、市中に流通する現金通貨残高と要求払預金の和（Ｍ
1）であり、
広義にはＭ
1に定期性預金を加
えた和（Ｍ
2）を指す。
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